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経営を取りまくリスクの種類経営を取りまくリスクの種類

社会経済環境リスク

経営戦略リスク

オペレーショナル
リスク

災害事故リスク
（BCMの領域）
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リスクポートフォリオの変化リスクポートフォリオの変化

発生確率

イ
ン
パ
ク
ト

高

大

低

小
積極的に受容 移転(保険など）

積極的に回避課題領域
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一撃のインパクト一撃のインパクト

◆Ａ社（製造）
操業停止：60日間（製造ライン1/5回復）

150日間（製造ライン3/5回復）

業務停止インパクト：873億円

◆Ｂ社（鉄鋼）

７５日間の操業停止

総額1,020億円の被害

新潟中越地震

阪神・淡路大震災

出典出典 日経日経NET HPNET HP

http://iwt740digital.iwate.ed.fujitsu.co.jp/zisin/�V�X�}�C/361/Image18
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１７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日

拡大するビジネス被害（新潟中越沖地震）拡大するビジネス被害（新潟中越沖地震）

16日
発生

自動車メーカ各社による復旧応援部隊派遣（総勢８００名超）

Ａ
社
工
場
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・
出
荷
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手
自
動
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生
産
休
止

２日間
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動
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再
開

７日間の操業停止

全
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生
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再
開
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産
11
万
台
】

６日間停止

３日間
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主要事業所や設備が完全に無くなった場合、どの様に
事業を継続するかの戦略を明確化してください。

以下の項目について列挙してください。

①代替事業所群、②主要事業所からの距離、

③代替事業所での必要資源の調達方法、④指揮系統、

⑤通信方法

災害発生から重要業務の復旧までどれくらいの時間を
想定していますか？

最新のテスト結果の写しを見積もりに添付してください。

要求の高まり（顧客からの質問状）要求の高まり（顧客からの質問状）
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標準化・規格化の進展

英国規格：ＢＳ２５９９９

PAS56をベースに2006年11月に公開された英国規格

2007年11月に認証規格ＢＳ２５９９９-２をリリース予定

日本国内においても2008年初頭より認証審査開始

ＩＴ継続性規格（ＰＡＳ７７）のＢＳ化を推進中（ＢＳ２５７７７）

ISO（ＴＣ２２３)動向

米国・カナダ、英国、オーストラリア、イスラエル、日本が原案提示

各国提示案統合文書のＰＡＳ化（ＰＡＳ２２３９９）を作成中

第三者認証は当面なし
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手順書
作成

対策
実施

評価
改善

教育
訓練

Ｂ
Ｃ
Ｍ
推
進
体
制
整
備

ギャップ
分析

ビジネス
影響度分析

リスク分析

対
策
戦
略
の
決
定

事業継続戦略の策定 対策の実施と訓練による改善

事業継続マネジメント（ＢＣＭ）の全体像事業継続マネジメント（ＢＣＭ）の全体像
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社会／お客様お取引様 自 社

従来の防災対策

ＢＣＭ導入による
重要な業務継続
の為の対策強化

重要な商品
サービスの継続

＋

重要な商品
サービスの継続

データ
センタ

営業所工場

本社

外部依存性の明確化
重要なサプライヤや委託先に
供給継続性はあるか？

ＢＣＰ作成のポイントＢＣＰ作成のポイント

重要な業務の明確化
継続すべき商品・サービス
はなにか？

守るべき対象の明確化
重要な業務を支えるリソース
のボトルネックは？
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金銭的被
害

重要顧客

との関係

市場シェ
ア

風評

1時間 特になし 問題なし 影響なし 発生なし

12時
間

特になし クレーム発
生

影響なし 発生なし

1日 ５００万円 強い復旧要
請

影響なし 発生なし

1週間 ７，０００万
円

ペナルティ 他社への
乗り換え
発生

限定的

1ヶ月 3億円 他社へ乗換 ３０％以
上の喪失

マスコミ
にて報道

金銭的被害
重要顧客

との関係

社会的な

影響
風評

1時間 特になし 問題なし 影響なし 発生なし

12時間 特になし クレーム発生 影響なし 発生なし

1日 ５００万円 強い復旧要請 一部地域に
影響あり

発生なし

1週間 ７，０００万円 ペナルティ 全国的な

影響の発生

限定的

1ヶ月 3億円 他社へ乗換 全国的に

深刻な影響

マスコミに
て報道

9

Ａ事業
Ｂ事業

重要な業務の明確化（ビジネス影響度分析）重要な業務の明確化（ビジネス影響度分析）
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守るべき対象の明確化守るべき対象の明確化

Ａ製品の供給 重要な製品サービス

部材
調達

組立
製造

物流
出荷

業務プロセス・・・

内
部
依
存
性

建物
自社
リソース

情報
ｼｽﾃﾑ

・・・設備要員

取引先 ３ＰＬ電力
アウト
ソーサ

・・・ 外部
リソース

外
部
依
存
性
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0 20 40 60 80 100 120

ネットワーク

電力

水道

要員

建物

情報システム

データ

重要設備

重要取引先

ボトルネックリソースの傾向ボトルネックリソースの傾向

復旧所要日数

大規模災害時のリソース別復旧所要日数予測
（３７社・部門平均値）

▼

▼

RTO=30日

ボトルネックリソース

重要取引先
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お取引先様アンケート結果お取引先様アンケート結果

富士通お取引先様
アンケート結果
２００６年１０月実施
回答４８４社

何もなし
３４％

ＢＣＰあり
１１％

防災計画のみ
５５％

BCPを持つお取引先様は
１１％に満たない
富士通の事業継続におけ
る深刻な課題として認識
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サプライチェーンの見える化サプライチェーンの見える化

Ａ社（Ｘ工場）

Ｂ社（Ｙ工場）

Ｃ社 Ｍ社（前工程）

Ｎ社（後工程）

Ｐ工場

Ｑ工場

パソコン
(FMVxxx)

ﾏｻﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

ＣＰＵ

メモリ

ＨＤＤ

ﾌﾟﾘﾝﾄ基板

ﾁｯﾌﾟｾｯﾄ

コネクタ

電子部品 Ｆ社

Ｅ社

Ｒ工場

機器構成 １次サプライヤ ２次サプライヤ

３００社 １，２００社

内部依存性 外部依存性
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調達量

14

サプライヤ依存度の見える化サプライヤ依存度の見える化

大少

調
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の
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性

特
殊

汎
用

依存度高依存度中

依存度低 依存度中

Ｇ社
Ｈ社

Ａ社

Ｃ社
Ｅ社

Ｋ社
Ｌ社

Ｂ社

Ｉ社

Ｊ社

Ｎ社

Ｍ社



All Rights Reserved, Copyright  株式会社富士通総研 200715

項 評価項目 配点

1 マネジメント 12

2 緊急時対応 12

9 教育訓練 8

10 地域連携 7

合計 100

項 評価項目 配点

1 生産能力 12

2 生産設備 12

9 部材特殊性 8

10 他社連携 7

合計 100

【部品ＢＣ能力】【ＢＣＭ能力】

サプライヤＢＣＭの見える化サプライヤＢＣＭの見える化

・
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評価結果

ＳＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１

２

３

サ
プ
ラ
イ
ヤ
重
要
度

４

1616

サプライヤ対応方針の決定サプライヤ対応方針の決定

期待達成レベル

積極的な支援とコミットメントの要求

改善要望と代替検討
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対策実施の考え方対策実施の考え方

大

中

対
策
効
果

小

大 中 小

対策投資コストレンジ

対策検討非対象

重要データリモート
バックアップ

災害時要員参集
計画策定

安否確認システム導入

外部業者とのＳＬＡ整備

代替オフィスの契約

短期的対策群

第二工場の建設第二工場の建設

在庫積み増し在庫積み増し

自家発電装置導入自家発電装置導入

サプライヤの分散化サプライヤの分散化

代替生産ラインの増設代替生産ラインの増設

耐震補強の実施耐震補強の実施

中長期的対策群
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企業評価指標の変化企業評価指標の変化

高い技術力

高い生産性

高品質

低価格

財務的安定性

従
来
の
評
価
指
標

製品・サービス

に対する評価

製品・サービス

に対する評価

法令遵守

環境経営

情報セキュリティ

事業継続管理

現
在
の
評
価
指
標

企業の健全性

供給安定性

に対する評価

企業の健全性

供給安定性

に対する評価

＋
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今まで（よくある経営者の認識）

• 起こるか否かも分からない事に金はかけられない。

問われる経営者の責任問われる経営者の責任

これから（経営者の責任範囲）

① 自社を取り巻く脅威・リスクの認識

② 自社の内部・外部依存度とボトルネックの認識

③ 対策方法と投資対効果の認識

④ 経営としての意思決定の有無

⑤ 対策実施と残存リスクの認識
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富士通の取り組みの基本方針富士通の取り組みの基本方針

お客様

パブリック活動（標準化活動・普及啓発活動）

専門家
人材

実践的
技法

富士通総研富士通

主要なプロダクト・サービス
における事業継続能力強化

策定支援

実践経験

製品サービスの安定的な供給 実践的なコンサルサービス

実践経験に基づく普及啓発・標準化活動への貢献



All Rights Reserved, Copyright  株式会社富士通総研 200721

富士通総研のＢＣＭコンサルティング富士通総研のＢＣＭコンサルティング

全社 個別部門（ＩＴ部門）

大企業

中堅企業

中小企業

大企業

特定部門

購買部門

国内最高のＢＣＰ専門家集団
（米国ＤＲＩＩ資格保有者数４２名→国内保有者の９０％）

ＢＣＰ策定コンサル

全社ガイドラインの策定からドキュメント
策定、教育訓練にいたるまでの個別
最適化コンサルティングサービス

ＢＣＰ策定講座

３～５日間の教室形式による実践的な策定手法講座（スクールコンサルティング）

ＩＴ－ＢＣＰ策定コンサル

情報システムの事業継続性現状分析から
訓練計画策定、復旧手順策定まで含む
コンサルティングサービス

サプライチェーン継続性評価サービス

購買部門を対象とした、サプライチェーンの継続性可視化と継続性強化の対策
立案コンサルティングサービス

New!
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